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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

ＩＮＤＥＸ

2023 No. 483

４月号

2023 年度 生活クラブ福祉基金 助成先決定

2023 年度 支部大会報告

石けん実演講座

フクシマから12年、原発と核ゴミを考える3.11集会

３

４～５

福祉基金創設から20年  市民参加型福祉の広がりを ダウンは おうちで洗えます

小出裕章氏 講演会
７

６

北支部と合同で、㈱ジャパンビューティプロダクツによる化粧品講習会を
行いました。「マスクを外す機会が増えそうなので」「カタログを見るだけ
ではわからないので、参加してみたいと思った」と、組合員の皆さんは真
剣に生産者の話を聞いていました。生活クラブと市場に出回る化粧品の違
いを聞き、高品質なものがいかに厳しい基準で作られているのかがわかり
ました。美容講習では自分に合う色やメイクのコツ、正しいスキンケアの
方法も教えてもらいました。講習会後は試食をしながら参加者と生産者と
の交流会も行い、にぎやかな時間になりました。
　　　　　　   　　〈東支部運営委員長  原田  佳　３/３ 札幌エルプラザ 〉

スキンケアで大切なことは、洗顔・保湿・紫外線対策。
化粧品を実際に手に取ってお試し♪

フルメイク実演中！
モデルは組合員

美容講師の寺尾さんにアイメイクのポイントを
アドバイスしてもらいました

「組合員と一緒に作った消費材です」と、生
産者の安藤さん（写真右奥）。毎日使うもの
だから余計なものは体に入れたくない！ パ
ラベン・タール系色素・香料は不使用です

豊平支部／清田支部／西支部／中央支部／岩見沢支部

↢↥⠪੤ᵹળ
ർᡰㇱ�㧐᧲ᡰㇱ

どう？

わぁキレイ！



─ 2─

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
位
置
付
け
移

行
に
伴
う
組
合
員
活
動
に
つ
い
て
の

基
本
対
応
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
春
の
委
員
研
修
（
４
/

20
）
の
内
容

に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

●
エ
ッ
コ
ロ
の
関
係
性
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
企
画
へ
の
費

用
補
助
の
対
象
を
全
支
部
へ
広
げ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
２
月
に
署
名
と
と
も
に
提
出
し
た
『
札

幌
市
の
学
校
給
食
に
は
添
加
物
で
は
な

く
自
然
の
食
材
を
用
い
る
こ
と
な
ど
を

求
め
る
要
望
』
に
対
す
る
回
答
が
教
育

委
員
会
よ
り
あ
り
、
確
認
し
ま
し
た
。

●
第
一
回
役
員
選
考
委
員
会
（
３
/

17
）

か
ら
報
告
が
あ
り
、
役
員
選
挙
の
公

示
、
お
よ
び
役
員
選
考
委
員
長
を
決

定
し
た
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

●
２
０
２
２
年
度
の
拡
大
チ
ー
ム
の
運

営
お
よ
び
拡
大
実
績
等
の
総
括
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

●
生
活
ク
ラ
ブ
施
設
に
お
け
る
４
月
か

ら
運
用
す
る
新
た
な
使
用
料
金
等
に

つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

組織（３月度 ）
組合員数 12,477 名

加入 32 名 脱退 79 名
共同購入（４月度 ）
利 用 高 ２億 2,399 万 4,878円

１世帯当たり 17,953円
グリーンシステム（３月度 ）
Ｒ び ん 回　収 14,368 本

回収率 48.7 ％
紙パック 売却金 7,290 円

回収率 76.7 ％
ピッキング袋 回収率 26.2 ％

福祉基金（３月度 ）
賛同者数 3,047 名 賛同率23.1 ％

エッコロ（３月度 ）
加入者数 4,077 名

加入 ９名 脱退 59 名
生活クラブ共済 ハグくみ  （２月度 ）
加入件数 1,536 件

CO・OP共済（２月度 ）
保有件数 たすけあい 4,117 件

あいぷらす 1,903 件

電気の共同購入  （１月 ）
〈 供給契約者数 〉 766 名

〈 電源構成比  速報値 〉
１月は、約９割の電力を再生可能エネ
ルギー発電所からお届けしています。

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
組
合
員
活
動
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
会
っ
て
話
す
こ

と
が
と
て
も
大
事
だ
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
今
で
き
る
こ
と
、

今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
よ
り
可
能
性

を
拡
げ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
と

ん
ぼ
の
会
で
は
米
の
種
子
の
温お

ん
と
う湯

消

毒
が
始
ま
り
、
消
費
委
員
長
が
行
っ

て
き
ま
し
た
。
組
合
員
が
参
加
す
る

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
も

準
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
変
化
し
、
新

た
な
気
持
ち
で
春
を
迎
え
た
方
も
大

勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
消
費
材
を
中

心
に
毎
日
の
食
事
を
大
切
に
し
、
元

気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

仲
間
を
増
や
す
こ
と（
＝
拡
大
）が
、

組
織
委
員
会
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
に
は
２
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

加
入
し
て
消
費
材
を
購
入
す
る
人

を
増
や
す
と
同
時
に
、
生
活
ク
ラ
ブ

運
動
を
理
解
す
る
人
を
増
や
す
こ

と
で
す
。
私
た
ち
は
安
心
で
き
る
も

の
を
求
め
て
組
合
員
に
な
り
、
志
を

同
じ
く
す
る
仲
間
同
志

3

3

と
し
て
社
会

が
よ
り
良
い
方
向
に
向
く
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

今
年
度
も
、
各
支
部
が
組
合
員
の

集
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
趣
向
を
こ
ら
し

て
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
、
言
葉
を
交
わ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
食
を
通
し
て
自
分
の
視
野
が
広

が
る
、
さ
ら
に
は
支
部
が
元
気
に
な

る
「
つ
な
げ
よ
う
！！

食
か
ら
人
の
輪

へ
」
を
広
げ
る
１
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

月
の
理
事
会
か
ら

３

核
の
ゴ
ミ
の
最
終
処
分
場
文
献
調

査
が
始
ま
っ
て
2
年
が
経
過
し
、
次

の
概
要
調
査
へ
進
む
か
ど
う
か
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
反
対
の
声
を

あ
げ
る
署
名
は
2
次
集
約
の
締
め
切

り
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
届
き
、
合
わ
せ
て

15
万
６
７
１
５
筆
に
な
り
「
泊
・
核
ゴ

ミ
N
O
!
道
連
」
と
し
て
鈴
木
知
事
に

提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
3
月
11
日

に
行
わ
れ
た
小
出
裕
章
氏
の
核
の
ゴ
ミ

を
考
え
る
集
会
に
も
多
く
の
組
合
員
の

参
加
が
あ
り
、
小
出
氏
は
「
自
分
で

始
末
で
き
な
い
ゴ
ミ
を
つ
く
っ
て
は
い
け

な
い
」
と
脱
原
発
を
力
説
し
ま
し
た
。

今
年
の
4
・
26
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー

は
、
集
会
と
４
年
ぶ
り
の
パ
レ
ー
ド
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
で
「
泊
原
発
廃
炉
・
核
の
ゴ
ミ
は
い

ら
な
い
」
と
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
！

ロ
シ
ア
が
始
め
た
戦
争
に
対
し
て
、

こ
の
先
日
本
が
戦
争
に
加
わ
ら
な
い
と

言
い
切
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

家
族
で
映
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
観

ま
せ
ん
か
？

今
年
、
広
島
市
教
育
委

員
会
の
平
和
教
材
か
ら
外
さ
れ
た
長

編
漫
画
で
、
78
年
前
日
本
の
敗
戦
で

終
え
た
戦
争
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。

  

平
和
を
活
動
の
柱
に
し
て
い
る
文
化

委
員
会
は
、
新
年
度
、
戦
争
は
ど
ん

な
現
実
を
も
た
ら
す
の
か
を
皆
さ
ん
と

と
も
に
考
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
そ
し
て
５
月
か
ら
は
、
長
く
中

断
し
て
い
た
シ
ネ
サ
ロ
ン
も
再
開
予
定

で
す
。
映
画
を
観
て
語
り
合
い
、ち
ょ
っ

と
違
っ
た
角
度
か
ら
社

会
を
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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を
目
的
に
２
０
０
３
年
、「
生
活
ク

ラ
ブ
福
祉
基
金
」
を
始
め
ま
し
た
。

意
志
あ
る
組
合
員
（
賛
同
者
）

が
毎
月
拠
出
す
る
100
円
か
ら
な
る

福
祉
基
金
は
、７
割
を
生
活
ク
ラ
ブ

が
す
す
め
る
福
祉
事
業
・
活
動
へ

拠
出
し
、３
割
を
福
祉
活
動
を
す
す

め
て
い
る
団
体
へ
助
成
し
て
い
ま

す
。
生
活
ク
ラ
ブ
の
福
祉
事
業
・

活
動
と
し
て
、①
子
育
て
支
援
親
子

ひ
ろ
ば
の
運
営
②
小
学
生
の
放
課

後
居
場
所
事
業
③
介
護
教
室
・
介

護
予
防
講
座
・
認
知
症

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
に
、
生
活
ク

ラ
ブ
館
・
と
よ
ひ
ら
で

の「
多
世
代
の
居
場
所

づ
く
り
」へ
の
拠
出
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
度
、ニ
ー
ズ
調

査
を
目
的
に
行
な
っ
た
介
護
や
暮
ら

し
の
片
づ
け
に
つ
い
て
の
連
続
講
座

は
、地
域
か
ら
の
参
加
も
多
数
あ
り

好
評
で
し
た
。
今
、必
要
と
さ
れ
る

No 団　体　名 助　成　内　容 所在地 助成額（円）

１ あさの会 子育て世代向けジェンダー平等講演会 費用 札幌市南区 51,640

２ NPO法人 アート・ウィズ・ライト臨床美術 臨床アート教室開催 費用 札幌市豊平区 98,000

３ 青空自主保育　さっぽろのたね 自主保育ドキュメンタリー映画上映会 費用 札幌市白石区 98,000

４ 子ども食堂　「おひさまキッチン」 子ども食堂 立ち上げ 費用 岩見沢市 50,000

５ すすきの　こども Café わくわく 子ども食堂 調理器具購入 費用 札幌市西区 52,074

６ 札幌 feeling 子育ての会 離乳食教室 テキスト作成 費用 札幌市中央区 105,000

７ NPO法人 ねっこぼっこのいえ 多世代交流ひろば 備品購入 費用 札幌市豊平区 100,000

８ ぽのぽの 子ども食堂 地域交流サロン運営 費用 札幌市白石区 144,000

９ ワーカーズ・コレクティブ　花 配食用食器購入 費用 札幌市厚別区 58,000

10 ワーカーズ準備会　ひなたぼっこ 新規立ち上げの備品購入 費用 岩見沢市 300,000

11 子育て支援ワーカーズ　ほっぺ 新たな拠点のための備品購入 費用 札幌市厚別区 172,145

12 子ども支援ワーカーズ　みんなのいえ 中高生の居場所づくりのための費用 江別市 133,320

１
９
９
０
年
代
後
半
、２
０
０
０
年

以
降
の
社
会
に
お
け
る
大
き
な
課
題

と
い
え
る
福
祉
に
対
し
て
、
生
活
ク

ラ
ブ
は
協
同
組
合
と
し
て
向
き
合
い

ま
し
た
。
企
業
化
や
、
画
一
的
に
な

り
が
ち
な
福
祉
の
質
の
維
持
・
向
上

の
役
割
を
担
う
た
め
、
組
合
員
議
論

を
経
て
「
先
ず
、
始
め
る
こ
と
」
と

考
え
、
福
祉
事
業
へ
一
歩
踏
み
出
し

ま
し
た
。
福
祉
政
策
の
３
つ
の
柱
で

あ
る
福
祉
基
金
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
事
業
・
経
済
共
済
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、
地
域
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
福
祉
基
金
創

設
に
あ
た
っ
て
は
、
豊
か
に
暮
ら
し

続
け
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
福
祉
を

企
業
や
行
政
に
委
ね
る
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
が
自
ら
参
加
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の

た
め
の
道
具
を
つ
く
る
こ
と
、
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
な
活
動
を
支
援
・
推
進
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
生
活
ク
ラ
ブ
の
福

祉
事
業
・
活
動
の
財
源
に
す
る
こ
と

居
場
所
づ
く
り
を
ワ
ー
カ
ー
ズ
ぽ
ん

こ
た
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、す
す
め

て
い
ま
す
。

福
祉
基
金
助
成
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
12
月
に
助
成
先
を
募
集
し
、締

め
切
り
の
1
月
ま
で
に
16
団
体
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
有
識
者
を
含

め
た
福
祉
基
金
運
用
委
員
会
を
２
月

に
開
催
し
、
助
成
先
と
内
容
を
決
定

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を

過
ご
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
必
要
な
支

援
と
し
て
、
食
べ
る
こ
と
・
人
と
人

が
つ
な
が
る
こ
と
・
地
域
が
た
す
け

あ
う
こ
と
を
目
的
に
子
育
て
支
援
・

地
域
の
居
場
所
・
食
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
る
団
体
を
選
び
ま
し
た
。

今
年
、創
設
か
ら
20
年
を
迎
え
た

福
祉
基
金
は
、
市
民
が
自
ら
必
要
な

福
祉
を
つ
く
る
下
支
え
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
財
源
が
増
え

る
こ
と
で
、
必
要
な
福
祉
を
広
げ
る

力
に
な
り
ま
す
。
福
祉
基
金
の
賛
同

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

福
祉
基
金
創
設
か
ら
20
年

市
民
参
加
型
福
祉
の
広
が
り
を

2023年度　生活クラブ福祉基金 助成先一覧

2023年度　生活クラブ福祉基金 助成先決定

生
活
ク
ラ
ブ
の
福
祉
基
金
と
は

福
祉
基
金
の
使
途

賛
同
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

福
祉
担
当
理
事

山
﨑
栄
子
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2022年度の支部活動・決算の報告、2023年度の活動方針案・予算案について討
議し決定する場として、３月７～25日、全18支部で支部大会が開催されました。
事前に提出された書面議決書と当日参加組合員の議決をもって執り行い、新年度
へのスタートをきりました。５支部の支部大会の様子をお伝えします。目標へ向けて一歩ずつ前進を

50周年に向けて、あらたな10年がスタートしました

　2022 年度は、くらぶコミュニティが「台湾カステラ & アジアンミルクティ料理
講習会」を開催。３年ぶりの実開催には組合員外の参加もあり、利用が低迷してい
る生活クラブ牛乳の学習も行いました。また、数年ぶりに展示説明車あみーかを稼
働して、拡大重点エリアで他団体と共催してイベントを開催。地域からたくさんの
参加があり、当日加入にもつながりました。
　2023 年度は、購読者が減少している新聞への折込みチラシから、Instagram で
の広告など SNS を使った拡大に転換します。さらに、「支部活動が活性化し、地域
にたすけあいの精神を広め、豊かなまちづくりにつなげること」を目的として、生活
クラブの拠点づくりに取り組みます。拠点で活動するワーカーズの発足も予定して

います。消費委員長からは「利用しないと消費材
はなくなります。何を選んで食べるのかを考え、
利用していきましょう」と話があり、参加した組
合員からは拡大活動についての意見などもありま
した。大会終了後、４月の一斉チラシまきのため
の折り込み作業を行い、組合員同士が会って語り
合える良さを再確認できました。 （取材 / 五十嵐）

手稲
　2022 年度の拡大活動は 2 月現在で加
入計画 18 に対して 16、増減６とほぼ計
画通りに推移しています。また、くらぶ
ラボは消費材をテーマの中心に地域の情
報交換の場として「各自の近況報告」や

「プラごみの出し方」等、消費材を試食し
ながら楽しく２地区で開催しました。
　2023 年度の活動方針案ではあらたに取り組む生活クラブの拠点づくりに
ついて話があり、家賃や水道光熱費・管理費等についていくつか質問があ
りました。６月のオープンに向けて春日町３丁目に決まった借家は、１階が
新ワーカーズ「ひなたぼっこ」が運営するカフェ、２階が拠点になります。
組合員も地域住民も気軽に立ち寄れる場所です。集まる人同士が助け合え
る関係を築いていくために、4 月から拠点運営プロジェクトを立ち上げ、運
営スケジュールを作成していきます。今後、拠点の名称や置きたい消費材、
やってみたいこと等を組合員に呼びかけて募集していきますと報告があり、
運営委員会の意気込みを感じました。（取材 / 川瀬）

岩見沢 集う場をつくります
地域のみんなが

「食」を語りひろげていこう
地域とつながり

 ３/17　岩見沢友の家

　冒頭、「2022 年度はコロナ禍への対策をとりながら、今できること
を考え、拡大・利用結集活動に取り組んだ」と運営委員からありました。
多くの人と会うために展示説明車あみーかを使った拡大を３カ所の公園
で運行し、５～ 11 月まで毎月開催したくらぶコミュニティには毎回 10
人ほどが集まり、仲間づくりの話を中心に消費材を試食しながら組合員
同士の交流も深めました。また生産者との交流会のほか、市場調査やサ
ンプル活動などさまざまに展開した活動報告がありました。
　2023 年度は、生活クラブ 40 周年で支部が考えたキャッチコピー『つなげよう !! 食から人の輪へ…10 年後
も美味しい物 食べて健康でいたい』を掲げ、楽しく活動していきます。「仲間づくり（拡大）は私たちの共同
購入を支えている大事な活動なので、年２回のチラシまきを全組合員で行い、また支部のブログでは色々なこ
とを発信していきたい。なかなか取り組めなかったくらぶラボをやっていきたい」と期待を持って話し、幅広
い活動をするため、支部の活動への参加呼びかけがありました。（取材 / 髙橋）

清田

３/20　清田区民センター

たくさんの組合員参加で楽しく活動をしよう！
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目標へ向けて一歩ずつ前進を
50周年に向けて、あらたな10年がスタートしました

目標へ向けて一歩ずつ前進を
50周年に向けて、あらたな10年がスタートしました

2023年度 支部大会報告

ᫎ

３/14　札幌エルプラザ

　2022 年度は、くらぶコミュニティが「台湾カステラ & アジアンミルクティ料理
講習会」を開催。３年ぶりの実開催には組合員外の参加もあり、利用が低迷してい
る生活クラブ牛乳の学習も行いました。また、数年ぶりに展示説明車あみーかを稼
働して、拡大重点エリアで他団体と共催してイベントを開催。地域からたくさんの
参加があり、当日加入にもつながりました。
　2023 年度は、購読者が減少している新聞への折込みチラシから、Instagram で
の広告など SNS を使った拡大に転換します。さらに、「支部活動が活性化し、地域
にたすけあいの精神を広め、豊かなまちづくりにつなげること」を目的として、生活
クラブの拠点づくりに取り組みます。拠点で活動するワーカーズの発足も予定して

います。消費委員長からは「利用しないと消費材
はなくなります。何を選んで食べるのかを考え、
利用していきましょう」と話があり、参加した組
合員からは拡大活動についての意見などもありま
した。大会終了後、４月の一斉チラシまきのため
の折り込み作業を行い、組合員同士が会って語り
合える良さを再確認できました。 （取材 / 五十嵐）

４月から毎月ਸ਼３স໫日に৛のু会ைで開催した「月イチ拠点」。毎回
多くの参加があり、目的としていた組合員の交流の場としてだけではなく、
展示説明車あみーかをはじめとしたさまざまなイベントを同ৎ開催するこ
とで、組合員も地域に住む組合員外も気軽に立ち寄って生活クラブをੴ
る場となったという報告がありました。
　「人と会う」をテーマとした 2022 年度の活動をさらにਤめ、2023 年
度は「ᇽがりのਤ展とਘ化」をテーマに、つながりをつくるための活動に

さらにৡを入れたいという方針
が語られました。委員一人ひと
りのቂቇからは、利用結集やલ
けん運動、「月イチ拠点」への
意ඟが感じられました。ๆの౏
ు部ોからৎ折、৕どもたちの
楽しくૌごす൚いଢも聞こえ、
ൌ஦あऴれる支部大会となりま
した。（取材 / લహ）

月イチ拠点でつながろう！
「食」を語りひろげていこう
地域とつながり௫༩

３/18　西区民センター

　ೠ৵していた活動をਤめようとした 2022 年度でしたが、報告からは豊਴支
部のడしい૾況がቯえました。拡大計画の୸成には୔しいこと、支部活動を੫
画したものの、組合員の参加が少なかったことなどです。जのખએ、ྉ会が少
しङつ増え、楽しく集う஘৕が஫ॎってきたという஦ましい報告もありました。
　活発な৮૛により、2023 年度のୖ਻が３つ見えてきました。⋇拡大活動؟
新聞の購読者が減る、共働きなど、આ今のライフスॱイルの૗化を౷まえ、拡
大の方向性を考えていく૑ਏがある。SNS を通じて活動できる組合員に出てきてもらえるよう、଄い਼৻との関
係作りをਘ化していく  ⋈運営委員会の体਑؟支部活動の૿いুਂ足により、運営委員のいない஠ਃ的な現૾を広
くੴらचる૑ਏがある。目的をもった楽しい委員活動を、௪味を持ってもらえるよう発信していく  ⋉支部の発展؟
豊਴支部には૯方向へのつながりがਂ足している。現૾の立てઉしに、まङはྉのৡを活用してはどうか
　これらを౷まえ、「新ૠ組合員のຈಶ会、試食会を中心に実参加の活動を増やし、組合員が支部活動にඡれて
いけるようにしたい」と૿当理事がഁめくくりました。（取材 / ஌ি）

᭬ၷ 伝えて  拡げて  支部の活性化へ

３/22　豊平区民センター
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粉石けん「ひなたぼっこ」は油汚れに強い！
■ 粉のまま直接ふりかけて
■  石けん水（ぬるま湯 200ml ＋粉石けん大さじ 1.5）を　

スプレーに入れて
■ ぬるま湯 100ml ＋粉石けん大さじ２でトロトロ石けんに

家じゅうの汚れに OK ！
⍹け࡮ࠎ㊀ᦡࠛࠢ࡮ ߫ࠇ㉄があࡦ

水垢（蛇口・鏡・電気ポットなど）
石けんカス
トイレの壁や床などの尿汚れ

油汚れ（換気扇・食器や弁当箱・電子レンジなど）
皮脂汚れ（浴室など）

ぬいぐるみやカーペットなどにふりかけて掃除機で
吸い取れば、水洗いできないものもスッキリ 台所・掃除用に

㘩ེᵞ࡮޿⨥ ࡮ࠅߣᷦ
ᾚᵞࠍ޿േ↹ߢ⚫੺

重曹

十勝固形石けん

クエン酸 洗浄剤には石けんと合成洗剤の２つがありますが、
石けん運動委員会では体にも環境にもやさしい
「石けん」を選んで使う人を増
やす活動をしています。私たち
の選択が、より良い未来をつ
くります。ぜひ石けんを利用し
ていきましょう。

※炭酸塩が入っていると縮みの原因になる

ᗧᄖࠞߣ ۭࡦタࡦ
石けん実演講座

੹࿁૶ߞたߪߩ
㧋ࠇߎ

❶  30℃以下の水５Ｌに大さじ２の
液体石けんを入れる。空気を
抜きながら押し洗い

❷  同じ水温で２回すすぐ。２回目
にクエン酸小さじ１を入れる。
バスタオルの上で形を整える

一般的にダウンはクリーニングに、ウールのセーターは中性洗剤で洗うと思われがちですが、どちらも石けん
を使って洗えます。講座では、洗濯のほかにも気軽に家庭で実践できるよう「煮洗い」「食器洗い」などの
ワンポイントやコツを参加者とともに共有し、「石けん」を選んで使う意義について学び合いました。　　
　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈主催：石けん運動委員会　３/１ 生活クラブ本部調理室〉

羽毛（ダウン）は水に強い素材。表地がポリエステルの素材なら、ほと
んど石けんで洗えます。※革やシルクなどを使ったものは洗えませんダウンウェア

熱湯を注ぐと泡が発生
する。泡が落ち着いた
らすすぐ

★  流れ出した漂白剤がボトルの表面を剥がす
ことがあるので吹きこぼれに注意！

★   50 ～ 60℃の湯を使う場合は1時間ほどおく

粉石けん 酸素系漂白剤 熱湯
小さじ1/2 小さじ1/2

㗎࿕なᳪࠇが

৻⍍ߢ ࠠ࡟ にࠗ㧋

水筒

ダウンは おうちで 洗えます

❸  手前からバスタオルをくるくると
丸めてダウンの水気を取る　

★  洗濯機で脱水をしっかりすると
なお良い

❹  形を整えてハンガーに吊るし、風通しが
良い場所で乾かす　

★  乾燥後は羽毛が膨らむように手のひらで
パンパンと叩く

水温は 30℃以下の一定
温度で短時間で洗うこと

਄ᚻにᵞ࠷ࠦ߁

使えるのは、炭酸塩
※

が入っていない
キッチン用液体せっけん・十勝固形
石けん・石けんシャンプー

 洗濯機を使う場合はネッ
トに入れ、手洗いコース。
脱水をしっかり！



─ 7─

ウ
ラ
ン
を
核
分
裂
さ
せ
る
と
、
い
わ
ゆ

る
「
死
の
灰
」、
核
分
裂
生
成
物
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
は
ヨ
ウ
素
１
３
１
や
ト

リ
チ
ウ
ム
な
ど
約
２
０
０
種
類
に
及

ぶ
放
射
性
物
質
の
集
合
体
で
、
な
か

で
も
一
番
人
間
に
危
害
が
あ
る
の
が
セ

シ
ウ
ム
１
３
７
で
す
。
広
島
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
時
も
キ
ノ
コ
雲
と
一
緒
に

大
気
中
に
撒
き
散
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、

福
島
の
事
故
で
は
原
爆
１
６
８
発
分

の
セ
シ
ウ
ム
が
放
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ら
は
偏
西
風
で
約
８
割
が
海
に
流

さ
れ
、
約
２
割
が
国
土
の
あ
ち
こ
ち
に

降
り
ま
し
た
。

日
本
に
は
、
１
年
間
に
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
上
の
被
曝
を
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
事
故
当
日
、
政
府
は
原
子
力
緊

急
事
態
宣
言
を
発
令
し
、
こ
れ
を
反

故
に
し
ま
し
た
。そ
し
て
、１
平
方
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
60
万
ベ
ク
レ
ル
と
い
う
猛

烈
な
汚
染
地
帯
の
住
民
は
避
難
さ
せ

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
人
々

は
棄
て
置
き
ま
し
た
。
普
通
の
人
が
立

ち
入
っ
て
は
い
け
な
い
程
の
汚
染
地
で

水
を
飲
み
、食
べ
物
を
食
べ
、寝
て
、子

ど
も
は
学
校
に
、大
人
は
働
い
て
暮
ら

す
と
い
う
こ
と
を
12
年
間
や
り
続
け
て

い
る
の
で
す
。

大
地
を
汚
染
し
て
い
る
主
成
分
で

あ
る
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
、
半
減
す
る

の
に
30
年
、
10
分
の
１
に
な
る
の
に

100
年
も
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

こ
ま
で
減
っ
て
も
放
射
線
管
理
区
域

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
汚
染
地
帯

が
福
島
に
は
た
く
さ
ん
残
り
ま
す
。

今
日
産
ま
れ
た
赤
ん
坊
が
死
ん
で
し

ま
う
く
ら
い
の
未
来
で
も
、
日
本
は

原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
る
ん

で
す
。
そ
れ
程
ひ
ど
い
事
故
が
12
年

前
に
起
き
、
今
も
続
い
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

事
故
の
直
接
の
加
害
者
は
東
京
電

力
で
す
が
、本
当
の
加
害
者
は
国
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、国
が
原
子
力
を
国
策
と
し
、

全
部
の
レ
ー
ル
を
敷
い
て
東
京
電
力

や
他
の
電
力
会
社
を
引
き
ず
り
込
ん

だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
彼
ら
は
誰
一

人
と
し
て
責
任
を
取
っ
て
い
な
い
し
、

処
罰
も
さ
れ
て
い
な
い
。
被
害
に
あ
っ

た
住
民
た
ち
は
長
い
間
、
原
子
力
を
進

め
る
国
や
電
力
会
社
と
被
害
者
訴
訟

な
ど
で
戦
っ
て
き
ま
し
た
が
、
裁
判
所

は
東
京
電
力
が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
認

め
て
も
、
い
ま
だ
に
国
の
責
任
は
認
め

て
い
ま
せ
ん
。

事
故
の
教
訓
と
し
て
私
自
身
は
、

原
発
は
非
常
に
巨
大
な
危
険
を
抱

え
、
事
故
を
起
こ
し
た
ら
と
て
つ
も

な
い
被
害
が
出
る
か
ら
即
刻
全
部
や

め
ろ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

し
か
し
、原
子
力
を
進
め
て
き
た
人

た
ち
は
ど
ん
な
悲
惨
な
事
故
を
起
こ

し
て
も
誰
も
責
任
を
取
ら
ず
に
済
む
、

処
罰
も
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
事
故
を
起
こ
し
た
東
京
電
力

は
潰
れ
る
ど
こ
ろ
か
税
金
で
き
ち
ん
と

支
え
ら
れ
、
黒
字
企
業
に
復
帰
し
て
い

ま
す
。
国
は
何
が
起
き
て
も
マ
ス
コ
ミ

と
教
育
を
支
配
し
て
福
島
の
事
故
を

な
か
っ
た
こ
と
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
原
子
力
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
原
子
力
発
電
が
動
き
始
め

て
57
年
。
た
く
さ
ん
の
原
発
を
つ
く

り
、た
く
さ
ん
の
核
の
ゴ
ミ
を
出
し
ま

し
た
。
今
の
科
学
で
は
こ
れ
を
無
毒

化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、国
は

埋
め
捨
て
地
を
探
す
工
作
活
動
を
始

め
た
の
で
す
。
そ
し
て
、過
疎
で
苦
し

ん
で
い
る
い
く
つ
か
の
村
や
町
が
手

を
あ
げ
か
け
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
、

高
知
県
東
洋
町
の
町
長
が
申
し
入
れ

た
時
は
、
住
民
が
必
死
の
抵
抗
を
し

て
町
長
を
追
い
落
と
し
、
撤
回
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
ど
こ
の
自
治
体

も
、
原
発
を
受
け
入
れ
た
17
の
自
治

体
す
ら
も
、
核
の
ゴ
ミ
は
嫌
だ
と
受

け
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、

２
０
２
０
年
に
寿
都
町
と
神
恵
内
村

が
手
を
あ
げ
た
の
で
す
。

地
球
の
表
面
は
巨
大
な
プ
レ
ー
ト
で

覆
わ
れ
て
お
り
、そ
れ
が
ぶ
つ
か
り
合

う
と
こ
ろ
で
地
震
が
起
き
ま
す
。
日
本

は
巨
大
な
プ
レ
ー
ト
が
４
枚
も
ぶ
つ
か

り
合
う
、こ
ん
な
国
は
他
に
は
な
い
と

い
う
ほ
ど
特
殊
な
国
で
す
。
そ
こ
に
核

の
ゴ
ミ
を
埋
め
捨
て
る
な
ん
て
最
悪
の

選
択
で
す
。
核
の
ゴ
ミ
は
10
万
年
か
ら

100
万
年
に
わ
た
っ
て
環
境
か
ら
隔
離
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
猛
毒
物
質
で
す
。

電
力
会
社
で
は
保
証
で
き
な
い
か
ら
国

が
責
任
を
取
る
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

邪
馬
台
国
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
今

か
ら
１
８
０
０
年
前
で
す
よ
。

100
万
年

後
に
国
な
ん
て
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
未
来
に
わ
た
っ
て
安
全
を
保

証
す
る
な
ん
て
、で
き
る
道
理
が
あ

り
ま
せ
ん
。

今
、
青
森
県
む
つ
市
に
核
の
ゴ
ミ

の
中
間
貯
蔵
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
原
発
の
使
用
済
み
燃
料
が
も

う
い
っ
ぱ
い
で
行
き
場
所
が
な
い
、
ど

こ
か
に
貯
め
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

た
だ
大
き
な
建
屋
を
建
て
て
入
れ
る

だ
け
の
施
設
で
す
。
だ
っ
た
ら
都
会

に
、
東
京
に
つ
く
る
べ
き
で
す
。
メ

リ
ッ
ト
を
受
け
た
人
た
ち
が
リ
ス
ク

も
引
き
受
け
る
べ
き
で
す
。
寿
都
町

や
神
恵
内
村
の
人
た
ち
に
犠
牲
を
強

い
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
社
会
に

し
た
い
、
核
の
ゴ
ミ
問
題
を
と
お
し

て
少
し
で
も
ま
と
も
な
国
に
し
た
い

と
願
い
ま
す
。  

（
取
材
／
五
十
嵐
）

ま
だ
緊
急
事
態
宣
言
下
の
日
本

ま
っ
た
な
し
の
核
の
ゴ
ミ
問
題

責
任
を
取
ら
な
い
国

～ フクシマから12 年、 原発と核ゴミを考える３.11集会 ～

核のゴミと、でたらめな原子力政策

こいで ひろあき さん
日本の工学者（原子力工
学）。元京都大学原子炉
実験所助教

東京電力福島第一原発事故から12年が経ちましたが、日本はいまだ原子力緊急事態宣言下に
あります。また、寿都町・神恵内村は、核ゴミ最終処分場選定への文献調査から概要調査へと
次の段階に進むかどうかの瀬戸際に立っています。小出裕章氏による講演会から抜粋して紹介
します。　　〈主催：泊原発を再稼働させない・核ゴミを持ち込ませない北海道連絡会　３/11〉
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▲

発
行

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

札
幌
市
厚
別
区
大
谷
地
東
１
丁
目
４

－

15   

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
１（
８
８
７
）８
８
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１（
８
８
７
）７
２
２
９

発
行
日

２
０
２
３
年
４
月
20
日

編
集

広
報
委
員
会
／
Ｗ
・
Ｃ
ｏ
プ
ラ
ン
ズ
Ｅ
Ｐ
О

道
産
間
伐
材
を
配
合
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

道産 間伐材使用

　
　

ཤ
支
部

米
ாġġ

๼
ජ
子

ࢨ
せ
も
ら
っ
た
ൽ
մ
ඤ

春
め
く
ု
気
に
ည
わ
れ
る
よ
う
に
、
大
き
な
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
を
֨
い
た
٬
ٸ
の
ၫ
行
৪
を
ढ़
ི
で
も
ఉ

く
ࡉ
か
ℿ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ո
ஜ
の
日
ુ
が

࿗
り
つ
つ
あ
り
ܘ
し
く
感
じ
ま
す
。

٬
ٸ
の
ၫ
行
৪
を
ࡉ
て
思
い
੄
す
⇁
ン
↎
ー
ン
。

⃺
年
Ⅸ
⅖
ஜ
、
ढ़
ི
פ
を
੄
て
ܦ
఺
中
に
ඵⅢ

た

り人
Ⴒ
れ

の
ٸ
࣭
人
੫
性
に
話
し
か
ℿ
ら
れ
ま
し
た
。
౷
଎

を
ঐ
ओ
す
୶
は
↲
タ
↡
ↂ
↾
Ↄ
ー
↝
ンĩ

૒
໤
Ī׬

。

そ
れ
な
ら
ֲ
へ
⃵
ಢ
、
ऒ
へ
⃵
ૄ
行
く
か
ら
「
⃵
ブ

⇀
⁋
ク
ラ
イ
ト
、
⃵
ブ
⇀
⁋
ク
↿
フ
ト
」
と
୰
ྶ
し

ま
す
が
஠
く
通
じ
ⅈ
‧
。
ೄ
୪
մ
ඤ
す
る
こ
と
に

し
、
ם
ࢊ
が
話
せ
た
ら
良
か
っ
た
と
思
い
な
が
ら
๞

੫
た
ち
を
୶
൵
し
ま
し
た
。
૒
໤
׬
に
಍
き
、
༆

れ
る
時
に
ള
さ
れ
た
న
の
中
に
は
๼
味
し
そ
う
な

⇀
ー
↾
ケ
ー
ↄ
の
ภ
が
。
ఉ
分
２
人
で
食
Ⅶ
よ
う

と
、
つ
い
୶
೾
↝
↧
౷
ئ
で
購
入
し
た
໤
の
は
ⅈ
。

も
ら
う
の
を
ྸ
い
ま
し
た
が
気
持
ち
が
ܘ
し
か
っ

た
の
で
、
ခ
ඳ
く
ೀ
き
ま
し
た
。
༆
れ
ष
の
๞
੫
た

ち
の
ઢ
܏
は
今
も
ෞ
ၔ
に
ॼ
っ
て
ま
す
。
ܦ
఺
し

て
食
Ⅶ
た
ケ
ー
ↄ
の
味
は
ڒ
༆
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
ₛ
、
ଲ
ٮ
中
の
各
౷
で
ܘ
し
く

な
っ
て
ࢨ
せ
を
感
じ
ら
れ
る
੄
会
い
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
よ
う
に
‧
。

組
合
員
の
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
４
０
０
字
程
度
。
テ
ー
マ

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
部
川
瀬
ま
で
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
業

務
便
で
送
っ
て
下
さ
い
。

コロナ下で延期・中止になる場合があります。新情報は
生活クラブニュースやホームページでご確認ください。

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

ニュース

５月１週 主催　本部消費委員会

日　時　５月 27日（土）　10：00 ～ 12：00　
場　所　札幌エルプラザ ２階 環境研究室

内　容　「遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン」代表
でジャーナリストの天笠啓祐さんを講師に招きます。
環境への影響や食の安全を脅かすゲノム操作・遺伝
子組み換え食品について、基本や現状を話してもら
います。

̞̞ͣ̈́Ȋġ֒ഥঊௌै૙຦̞̾́͘͜հ૤̱̀༥̳̹͈ͣ͛Ⴒ௽࣒ज

౷֖ͅຈါ̭͙̫̈́͂ͬ̾͢ Ȋ̠

ΙνίκΣΗȜ݈ٛ

2022 年度はニーズ調査を目的に、『困った時はど
うしたらいいの？』『今から考えるあなたの暮らしの
片づけ方』『介護のコツが身につく講座』を生活クラ
ブ館・とよひらで開催し、いずれも地域の方にたく
さん参加していただきました。
３月８日の『介護のコツが身につ
く講座』では、たすけあいワーカー
ズが講師となり、片麻痺がある方の
車椅子から車への移乗や、床からの
立ち上がりのコツなどと共に介護する側の心構えな
どを学びました。終了後は、ぽんこたんのお弁当を
食べながら和気あいあいと話ができました。

機関誌『チュプ』モニター
会議を行いました。2022年
度は、３人のモニターに毎月
チュプを読んで感じたこと
や意見などを書いて提出し
てもらいました。当日参加
した２人からいただいた意見や声も参考に、今後もより読
みやすく親しみが持てる誌面づくりを心がけていきます。

ワーカーズ・コレクティブ ぽんこたん、福祉担当理事会 共催

主催　広報委員会

2023年度 生活クラブ総代会

日　時　６月６日（火）　10：00 ～ 12：00
場　所　京王プラザホテル札幌　エミネンスＢ
内　容 2022年度の事業・活動報告・決算と、2023年度の活

動方針・事業計画及び予算について討議し、承認を
行います。コロナ下のため、総代の出席は書面議決
も併用して開催します。傍聴席は用意していません
ので、ご了承ください。

༭࣬ٛ׵࣒

༭࣬

ࠗ࡜ࡦࠝ ↪૬ࡦ

（札幌市北区北８西３）

⥄↢㧱ȡ࠽タࡀ⺞ᩏ
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